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パゥ・レ・ハ・か著『現代ヒンディー語における

　　　　　　　　　　　　若干の助動詞の機能について』

（下）

糠～ 上 富 夫（訳註）

PAuL　HAcK駅：Zur　Funktion　einiger　Hilfsverben

　　　　　　　　　　　　　im　modernen　Hindi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

Uber＄etzt　und　erlau之α毛von　Tomio鍛IZOKA簾1

X嘆　　　cαZっ乞δ

　84．C‘め擁は文法書には助動詞としては説されない。これはおそらく，これまでの文法が十九

世紀以来の観察一それを脱するのは困難である一に億とんど完全に依葎しているということと関

係があるのだろう。最近二，三十年の間にやっと，calndは助動詞として矯いられはじめ，ある

いは少なくとも，今田もはや看過し得ない像どにまで頻繁に用いられるようになったと思われる。

　　Hlη418αδ撫緬9酬は動壽爺ごα罐の意味を的確に述べている。つまり，　cぬδの場合はある

～つの動き（gati），一方ブ伽δはある場所（∫読伽）に，主眼点が向けられているという。例えば，

過垂形においてぐα1η碑灘矛為の完成（sallzdPti＞すなわち到達を表わすことがないのに対し，ゴ伽δ

　　　　　　　　　
り　　　

はこの意昧をもち得るとされる。この観察から，calnδ合成語とブδ滋結合とのちがいが明らか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　
となる。鼠動調とブδηδの合成譲が（独立のブδ灌も又，つねに「到達」を含んではいないよう

に）決して状態の完結を強調しない（§30以下で出来事それ霞体をみた）のに対して，calnftは
　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　コ　　　

その不完結，積極的に表現すれば進行性に力点をおくのである。PREMCANI）からcα1滅の語幹

との結合例をきわめてわずかしかかきとめなかったが，彼の世代には，明らかにこの使用はごく

まれに．しか現れなかったということだ（今眠でも，ごくたまにしか出会わないいくつかの一’一本

論文では考察しなしトー助動詞と動詞の構造がある）。例：

　　itll．；4び？IKt碗海kci　Weg一如漉ka’n　he　cα嬉議4（Se”vasada？z　7e頁）「そのうちに嵐の激し

　　さは1余々におさまった」

ここでは，すでにitnl　dei’Meによって，緩和の不断の進展が表わされているが，動詞ゐo‘α鷹

はこの要素を強調するのである。翻訳では「徐々に」とか「次第に」が相当する。Premcandか

らもう一一つの例：
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5砂ピyζPlzaζcali晦，（同上33頁）「サヴーは次第に破れ出していた」

　85．今日の文学では，とくにhooα鷹が極度に類繁に見出される。この結合はしばしば，単に

lzo　gaPt表現の異形として絹いられることがある。例えばJAINENDRA　KUM天Rの次の二つの

文例：

吻・9・↓s←chdNdvdiのfee偽・εη伽96んC雌（ist）た乏h・9α）・a，顧・・蜘chi蜘e　hZ　crx

　　nahi・said？le　kiημ3魏ho　o厩δ（Sδhitya緬勧の，αaltr　pre），a．152頁）「それ　（Cha，lavada）

　　にとっては，別離はあたかも一つの崇拝されるもののようになった。涙はあたかも隠すもの

　　でなくみがく（美化する）ぺきものとなった」

ここでも又，他の場合のようにho　cαtndとlzoノ々耀の区別がほとんど認められないことが隠折

ある。しかし大ていは，今日ではcatncZの合成語には，なお「次第に」　「きわめて徐々に」の一

つの進行的発展の意味が含まれているといってよかろう。これが特別頻繁にみられるのは，1930

年に初版の出たRXMCA㌶DRA　SUKLAの著書Hindi　S4んめ，α々δ1tih4s．である。これから二つ

の例文を姶うと（449頁と534翼）：

自動詞と：

na’t　5漁戴keρrα循伽se　togQ凝ηど罐r識δ鷹badat　ca乏i　thi　r新しb教育（紙しい教養の内

　　容）の影響を受けて次第に入々の考え方は変ったのだ」

他動詞と：

　　aPntT　bh2Ea　ki　Praknti　ki　Pahcitn　na　rαhne　feeん4ノ・a・li　kuch　oog　us舷∫槻穏ρ6痂6∫9⑳cale

　　hai「自分の言語の本性（精神といってもよかろう）を正しく認識していないために，ある

　　人々ぼその姿をもすでにそこないはじめているのだ」

この経過がまだ終っていないことは，　ドィッ語では，，schon　anfangen“（すでにそこない始めて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　のいる）をつけ舶えることによって表現することができる。しかし又，話し手が誤りと考えている

行為の表現にcatndiが用いられるとき，　calndiは勲認と似たようなニュアンスを表わしてbる

ということも有り得よう（§42参照）。その場合，この助動詞の意味はおよそこのように解釈でき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　の
よう。つまり，主語が進行中の現象によって，…つの誤った道へとそれるという嵐に動かきれる。

次の例文では確かに，「誤りの」行為という上に示した意味でcatuaが使われることが非常に明

白である（この文章は1936年に書かれたR天MCANDRA　VARN1天の1／rdit－Hindiκol｛：Bambal

41953］14頁の序文にみられるものである）：

　　sab　tog　aPnCT　aP7ze　4haノセ9　se　alll’7刀α7耀伽8　tatlr　Paノ・ブo　flUCh　ji　M¢δ認ゐ厩，槻ゐsab　Hindi

　　keπδノπse　likh　catte　hα多「誰もが自a流に随意に心に浮かぶことを何でもヒンディー語の名

　　で書くことをそそられる」　（又は，書いてヒンディー語と称する）

　一般に，助動詞としてのcatn（1の使謂は，明らかにしばしば綴入約に条件ずけられている。確

かにealn　（iの使絹は発展中である。まず，燗々の作家の個人的な言語慣用をとらえることがこの
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場合，研究にとって不可欠だろう。多数の作家達から集められる資料についての判断は，この場

合容易に誤った方向へと導くであろう故，私は上の観察に限っておこう。

Xl．錘擁

　86．大ていの文法は助動詞としての擁滋（「得る」）を変形不定詞との結合（その場合「…す

る許可を得る」という意味である）の場合のみ説いており，語幹との結合の場念（「可能」を意

味する）は述べていない。私が目を通した文法轡のうち，TH．　PAI－iWA．　The　Pttcca　A4ttnshi（242

頁）のみが，後者の用法を挙げている。十九世紀にはこの結合はまだ普通ではなかったのかもし

れない。Hindi　8α6諏厩gαノ’はこの二つの結合をこう見分けている。つまり，語幹と結ばれる

ρ伽δは彼の説明によれば，「完成する能力」（sam滋Pti厚動た），躍のを意味するという。この観

察は私には誤っていないと思われる。しかし，もう一つ他の要素をつけ加えることができる。そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　の

のもとの意味に応じて，ρ2厩は外部の事情がその行為を許す，又は否定の場合は許さないとい

うことを暗示する（PAHWAの”chance“という定義はほとんど当っていない）。従って，ρ伽δ
　　　　　つ　　　　　り　　　　　り　　　　　の　　　　　り　　　　　の　　　　　む　　　　　り

は「…する可能性又は機会を手に入れる」という意昧である。

　このことからPAHWAやSabdas2garの述べていない一一・－Aつの事情が容易に説明される。つま

り，それが現れる圧倒的に多くの場合，ヵ伽δは否定されたり又は条件ずけられている。行為又

ほ現象が外部の諸条件に妨害されずに起ることができると感じる場合よりも，むしろ外部の状況
　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　の　　の　　　　　ほ　　　

がある行為又は現象を許さないあるいはそれらによって遂行又は経過が制限ずけられている場合

の方が，外部の状況について考えるのは当然のことである。それで，否定のρ伽δは「欲してはい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　り　　り　　　　　　　　　　　の　　の　　サ　　　　　　　　　　　り
るができない」ことを示すことができ，又，ある行為又はある現象が目的を達することができない

ことを階示することができる。この場合，Sabdasagarの述べていること（saMδPti　lei　S‘akyatd）

は正しい。

h

　87．PREMCANDから私はρ伽δの語幹との結合のケースをほんの少しだけ書きとめた。次の

文ではP（7na－’．はまfe’　egとんど独立の動詞である：

　　fcahi　tumηnuihe／nil　jltte，　ma・1’tuηnhe　Pakarρδ’宮＿　（Sevitsada？？260頁）「どこかであなた

　　に会えば，あなたをつかまえることができたら…」　（つまり，私があなたをつかまえて，手

　　に入れることができるなら）

PREMCAM）の次の章句は，すなわち意図された現象が正しく行われるという状況を妨害すると

いう♪δπδの特徴的な意昧要素にとって，きわめて教訓的である。

sadhzt；　♪α乱乙c　to　Grxjdidhαr　Pδ宅？4e　thδ， αδ　Gajdi・nαnd　｝頑．

びη罐η翫ん：oゐで）！ta．bhi　8・nla・t　p融hcam｝a　P激訣thit．ノJl幻加smaヂcm　hotdオ厩ki燐α麺ε舷葱

　　Aρko　6εたゐδhai，　Par　”’1♪ko　is　bhe・Eノη¢dekhliaぞ刀z7’伽⑩1δ磯αr）・αho　71ahcl　hail…飼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99



上16頂）

Sadhu：以前はGaj盃dhar　P麺4eでしたが，今はGajanand’…tです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　ロ　　　　り　　　　コ

Um浅n猷h：おや，そうですか。だから私は貴方が誰だか分らなかったのです。どこかで貴

方にお会いした気がしますが，嶽方がこの身なりをしておられるのをみて大厨驚いていると

ころです（つまり，Sadhuの身なりで私がお閉にかかったのが，貴方であり得るとは私は

考えなかっただろう）。

　88．ヵ動δのこの用例は今醸の書き宅とばと話しことばにおいて葬常に頻繁に現れるようにな

った。例：

　A．否定のρδ7zδ（最初の二文は新蘭から，その次の贈文はGita　Pressの宗教論文からとった）：

a）　hdr＞・αkraノπki　j伽娠1・Uo99　ko面yα4　ek　di？z　pahle　tak　nahi加♪醸　ギ人々は計爾について

　　知るのは，おそらくようやく一日前のことだろう」

b）　　ve　saアnucit　sd・mα9rl　あんΣ　ekatra　？zαhri　feat・♪δt｛三， ｛オ？la　ha’｝n　5αアπα）・di＞，δjdtd・ha．i　ギこ2～軒まど

　　短い期間しか与えられていないので，彼らほ必要な材料を集める機会もない」

C）　　Prabhu　se　たα・m轟’・ε　hrda）・kd　ごyαゐ　sq・）・0≦ぎ　stha．“，i　？iahi　ん0　∫》dta　（Satsaftg－sgdhd　6頁）　ギ離皐と

　　の私達の心のこの一致ほ永続しえません（一状況のため永続きする可能挫がない）j

d）　α4扉「α罐fei　cha），a　bhi／ltaTl　ko翅畿廊♪δ脚（；司上8頁）「焦りの陰も，心に触れる（機会を

　　得る）ことができないj

e）　hamα4尻々誘aise　haPブo　z↓πたe々de・9　ko　Sttn　nahi．　Pftte（同上56頁）「私達の大半は，彼（瓢

　　神）の命令がきけない」

f）ゆti　jitni　gakti　h砿sαb擁αrcたαr　dete舷1；Phir　bhi伽脚g　sc　・nitkt・・爾h・擁c個

　　上22頁）「私達は霞分のもっている力を全部費しますが，それでも苦しみから免れることが

　　でき蜜せん」

　a－dの例文は明らかに，ρ伽δの「…する機会を手に入れる」という本来的な意瞭を示して

　　　　　　　　　　　　　　　の　　の　　の
おり，一方eとfについては，主語に，妨げを受けた状態が葎在し，同時にその行為又は現象が
　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　

意図されているか，もともと起るべきものであることが強調されている。この場合pa磁はsak一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　ロ　　　
1ユa「できる」のより意味の強い異形にすぎない。すなわち「でぎる」という意昧である。

　B．条件のptin（1：

　kisi　vαstu　ko　hholea「lzi　hαm　us　kaη認かα戸πρ∂’εhai「何かあるものを失ってはじめて，私

　　達はその価値を知る機会を見出すのです」

　μ旋hant　s”va）・4　is　halcag　se　haζ¢＿tαbhiゐa／715管の・4働6ん3のz4ぞρ卿9’8（Satsak9－52如1ゐδ164

　　頁）「まず私達は自分でこの動揺をなくさねばなりません…そうしてこそはじめて，私達懲

　　身吉（・幸福）によって結ばれるようになる機会が見繍されるでしよう」

　C．爵定のρδア認：
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　…瑚（たα／！召π三yg）fee驚oノ・se　thOir∂んκゐノ乏♪む々．．．（5晶めα々α舌rの，αατびPl一のla　12頁）「そ

　　れらの助けによって，少し生存の可能性を私は見出した」　（すなわち，私の短篇小説は，私

　　に一つのささやかな物質的な生存の土台をあてがってくれた）

この例では，ρ伽δのもとの意味がなお，きわめてはっきりしているのに対し，固じくjAINIIN－

DRA　KuM天1ミからとった次の二つの文例では，　panaは「（…する）力がある」　「できる」の意味

をもつ。

　　bhed　711e　vah　abhed　dekk　pdt4／zai（／）ilrw‘，day　158頁）　「彼は差異性の中に問一性をみるこ

　　とができる（又はそれを理解する）」

is伽i．ayuddh，　dha’層ma＞，uddh，　ha　citra　Pξ噂emcandji　sα勲δα？潅麺‘e晦（8dih乏解為α～re）’a

　　CtUl’Pノ’e．ya　107頁）「この魂の争い，正義の蘭いを，　Premcand氏は生き生きと描写するこ

　　とができるのです」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　
例文で示されるのは，♪の翅が爵定に使われると，主語がその行為をするdとができる，能ヵが

あることを意味するだけでなく，主語がその能力を実際に実行もすることを意味する。　これが

o■
ρ伽δと34肋4の主要なちがいである。5α勧δはただ能力だけを示すのであって，実行は決し

て示さない（PAHWA，　Tlze　Pucca　iVfunshi　252頁。§247参照）からである。状況又は能力が誰か

にある行為をすることを許す，又は許したという意味で，ある行為をすることが「できる」又は

「できた」という表現には，以前はただ効果的関心を示すlena（§27．参照）が使われることが

できただけである（P醐WA上述の箇所参照）。最も新しい書語発展が肯定のρ伽δに，すること

が「できる」又は「できた」という意の一つのより明白な表現をつくり出したと思えるのだ。

XIL．総括的，結論的論評

　89．6α♂滋とp．4n5によって，主動詞に進行盤又は行為達成可能の概念がつけ加えられる。前

者は相を示す助動詞，後者は話法の鋤動詞として分類することができる。この論文で扱った他の

八つの助動詞はいずれも，これまでr強調」といわれてきたグループの一部を成すものである。

これらの助動詞はいずれも，それ演体すでに主動詞に含まれている意味要素を単にとり出し，明

白にし，展開させるのに期いることができることを観察してきた。すなわち，4朗δの場合は他

動詞性の概念，勧δの場合は再帰性又はもっとも広い意味での「中間態」の概念，自動調と結

ばれるノ伽δの場合は経過の概念である。他動詞につくノ伽δによって，ある種の動詞にそれ自

身固有の（もっとも広い意昧で）距離の概念が強調され，ρ曜’痴によって（単に慣用的なもので

あるとか，又はノ伽δと同じ意味でない限り）下降と偶然姓の概念力X，そしてu4hndiによって一

つの上昇（大ていは比喩的である）の概愈が強められる。伽δは自動詞又は他動詞につくゴ伽δ

の，ある意味で，再帰的意味をもつ異形にすぎない。4∂伽4は暴力性の概念を拡大し，∂碑加δ

は損失とか攻撃姓の概念を展開させる。その展瀾が八つの助動調の主要な機能である。これらの
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助動詞が動詞表現をより限定的に，より一囎くっきりさせるということは，その展開が，明らか

にすること，より正確に表現することの単に一一つの帰結にすぎない。従って，これらの助動詞一…

§1で分類したグループの四番目のもの一をExplikativaと名ずけるのは妥当と思える。それ

　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　の　　り
らにょって形ずくられる複合動詞は確言形といえる。Explikativaはさらに，それ臼身主動詞の

意味に存在しない要素を，動詞の意味につけ加えるのに役立つ。しかしその場合，それらは，大

てい，その機能において一義的ではない。例えば，48滋にあっては開始の概念（cal　dend・）又は

事実と見かけの間の対照（§10の60∠4θπののそれ，勧δの場禽，主語の関わり，又は自発性，

ブ伽δの場合は完成性又は，浅薄性又は全くの誤りの概念，4召！？1δの場合，不適当性又は「大き

いこと」の概念，baithndの場合，遺憾又は大胆さの概念等，がそうだといえる。ときどき動詞

表現に，これらと反対の概念を加える助動詞は，状況又は語の脈絡による。逆に助動詞が使驚さ

れる場合は，もろもろの状況又は観念群がしばしばより正確に表現され，それらに存在する諸要

素をより拡大して表現していると思えるのである。従っていえることは，ある助動詞は，主動詞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　の　　ロ　　　

の意味に含まれたものをとり出さない場合でも，ある拡大された機能をもちろん行使するのみな

らず，付随的表現と共に働く場合にも作用するのである。すなわち，付随的表環だけでなく，又

助動詞だけでもなく，双方共に重なり合って補い合い，拡大され，隣々ことばとして表現され，

一つの規定された，ある状況又は観念連合に周轡の性格である。従ってこのような場合，展醐さ

れ，明白にされるのは，主動詞の意瞭要素ではなく，～つの観念連含全体に包繕されている要素

である。

　9G．ヒンディー語の助動詞の機能と，他のインドゲルマン諸語の動詞に加えられた諸要素（接

頭辞，蔚置詞それに副詞）との正しい比較を疇折行った。もちろん，多くの場合，これらの付茄

要素はヒンディー語のExplil（ativaの場合よりもずっと一一義的であり特殊的である。確かにヒン

ディー語には，このような付加要素と結ばれる他の需語の動詞と全く対応する，接続分調と定勤

詞との結合があるがt，　しかしExplil〈ativaはこれとは溺の種類である。　Expli｝cativaは動講概

念又は観念全体を拡大するだけである。しかしこの場含も又，とくに後者の機能に対して，他の

雷語のある種の接頭辞その他の用法において類似が存在する。例えば，piノ伽δのノδ滋はド

イツ語のaustrinkenのαusに対慈する。ドイツ語の動詞合成においても又，　ausの追加は動詞

1．例えば，kah∫μ耀擁「よんできかせる，述べる」，加醇ρ雇伽々「投げすてる」，砺σ∠δ照「引きぬく，

　　引きよせる」，nifeatδ伽g膿「逃げ去る」。しかしこれらの結合にあっては，独立詞で衷現された行為は

　　　　　　　　　　　
の　　　　　の

　　他の動詞のそれと岡時に起っている。他の場合には二つの行為があって，それらが招蒲後し嗣じ意鐵でな

　　されるということによってのみ一つの単位として用いられる。例えばukhar　f）　hekna「根こそぎにする

　　（そして投げすてる）」。これらの結合のいくつかには，他の場合にはExplikativaとして働く動詞も又，

　　一つの語幹形と共に現れることがある。それらは本論文でしらべた確言形と衰面上は岡じである。しかし

　　そういう結合においては定動詞は助動詞ではなくて，その意味を究全に保っている。例：ja　baiξhna「行

　　くそして座る」，utar　ana「降りるそして来る」・・r降りて来る」，他の多くの例は§34と§43を参照。
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の意唄ミに事実上の何もつけ加えないし，a£lsによって表現された動詞概念の変化は，それと一致

する状況の場合，薦羅詞がなくても単一語だけで表現され得よう。しかし，助動詞が単に，すで

に主動詞に存在するものを明白にするにすぎない場合，これら助動詞の機能は（とくに，4醐δ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
それに霞動詞とja？irt，　Pal”ndiの場含），他の書語の接頭辞等よりもずっと一般的である一もっ

とも，翻訳にあたっては，このような助動調の役捌を接頭辞，酋置詞又は副詞によっておきか

える努力がしばしばなされなくてはならないが。ただicndi，他動詞と結ばれるブ勧δと伽∂，

ut　hn　ri　，4∂1ア颪bai（h7ta等においてはParn∂も又，それらの動詞概念を説明するという機能にお

いてほ，動詞に加えられるドイツ語のいくつかの接頭辞，前観詞，覆il詞とほ欝岡じように特殊酌

なものである。もちろん，一一つの助動詞がある一定の接頭辞等と同等に扱われることはめったに

ない。ただughndの場合のみは，ドイツ語で岡じ意昧のer一とaufに対応するある範囲の場合

にはそうである。

　91．dena，ブ伽々そして部分的にρατ滅が動調粧既念に与える規定の園有の共通性をh’iの意味

の共通性と上で（§13）比較した。そして，それほど一般的な機能をもつ助動詞の使用が我々に

とっておびただしく思えるという事実を厚による終局性の霊複表現と，同時に他の褒現手段とを

比較した。ところでなお外の，ヒンディー語の文体の特徴一ヒンディー語一般のであって，単

にそれを話すある個入の喬葉のではなく一一があって，重複という岡じ邸象を与える。しかしよ

く注視してみると，それらも又，おびただしいのではなく，ヒンディー語にとってとくに特徴的

な表現の傾向，詳細に輪郭を与える話し方の傾向によるのである。この傾向は，あらゆる話の部

分の使用に効果が現れる。配について述べられたことは，副調の領域からの一例である。動罰

の場合にそれに対応するのは，Explikativaだけでなく，時制，法，網を示す形式類の極度に豊

粛な（助動詞に，よって可能とされた）発展もである。名詞と勤詞との「副詞的」　（他の動詞にあ

る種の限定を煽える）月ヨ法の領域から，私が我々には璽複と思われる表現性の例としてなお述べ

てみたいのは：

ある種の，精神的現象を述べる場合，精神的能力を示す語が極度に頻繁につけ加えられている（例

えばvah　m細n燈∂ahut／hlt・ノhgRツd「彼は心が不気嫌だった」；”ualz　man　l鵜＿ノ）ar伽ガit　thdi「彼

は心の些歴∴について恥しかった」；ltS　ke　di】m¢蝕αy々昂o罐ゐ爾「彼は直にこう思う」一一に

おける「心に」という語の付舶は我々にはおびただしく過度のように思える）ということ。雰常

によく，像とんど規鋼的に「情緒」　「感精」　「まなざし」等というような語がつけ加えられてい

るということ（例：ヒンディー語それ良膨で可能な雷いまわし，「彼は怒って書った」又は「怒

りをもって」の代りに，　「彼は怒りの気持をもって言った」us　71e　1“os　ke　bhav　se〔単なる1・o．S　se

又は1’OE　ke　9．　tttkの代りに〕leahaという表現が好まれる）。ひじょうにしばしば，情緒の麩礎づ

けに際して，独立詞によって，情緒を刺激することが如何にして知られるようになったかが示さ

れるということ，つまり見る，きく，読む等によって。　（例：紬象約に「貴方はそのことをとて
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もお喜びになられるでしょう」という代りに「貴方粧それ鷺∬覧一匹な．るととてもお喜びになるで

しょうj　A♪／eo　yah　dekhkayαs渤itnand　hogitといわれる。　rそれは彼にとって慰みとなろ

う」の代りに，慰みが言葉に存在すれば，「彼はこれをきけば慰みとなろう」yah　sunkar？tse

4haThaS　ho　jitegh・といわれる）

　92．贅語法を胴いる傾向は助動詞の機能を知るのに，この論文でつねに用いてきたところの一

　　　　　　　の　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　

っの重要な方法論的な手助けを提供してくれる。この傾向はここでは二つの方法で効果が現れる。

第一一・　lx，助動詞が動詞からひき出す岡じニュアンスはしばしば副詞によって補足的に表わされて

いるということ。第二に，夫々の助動詞は，意味の上からひじょうに近く，そのことから，助動

詞が関白にしょうとしていることが，動詞がこのようなグループと意味において共通姓をもって

いるPtJとと正確に符合するか，あるいは又，この共通性が助動詞の機能と密接に関連していると

いうことが除外され得るような一定のグループの動詞に，優勢に現れるということである。

XIII・文体手段としての助動詞

　93．Explikatlvaの動調は，ある範囲では論理的にはなくてすむものである一もっともそれ

らがある場合は，ない場含といく分異ることが述べられているが。それらが使用されるに関して

■o●●は，話し手の判断に広くかかっている。それらは文体手段である。

　助動詞に適用される純粋に文章論的諸規則は，すぐに述べることができる。しかし，助動調の

本質はそれらの諸規則では認識できないし，ましてやよくあるように，その扱いが辞書に委ねら

れているということによっては認識できない。何故なら，しばしば，助動調の機能が葬常に一般

的なため，動調助動詞の結合のもつ意味が正しく言い換えることができないという理由で，助動

詞の機能の把握が拒まれるのである。助動詞についての理論はむしろヒンディー語の一一一・fes的な文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
体論，つまり文章論的現象の応幣に関する理論たるべきである。最初に解明されなければならな

いのは，どの関係において，どの闘的のため，どの表現意図でもって，文章論的現象が使われる

かということ，そしてこれらの用法の法則を，可能な限り深り出すことである。それはいわゆる

低次の文体論である。本論文の前の章で，このことについていくらかかいてみた。その際，とく

によるところが大きかったのは，型と法鋼であって，諸材料の完全な記載ではなかった。はじめ

ての試みによって遺漏のないこと，又は終局的なことが与えられるということはあり得ない。助

動調の文体機能の本質により深く入りこむためには，特別の使用体系，狭い意味での文体の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　の　　の　　の　　　
もなされたならば，はじめて効果的だろう。緬々の作家の雷語慣用が研究されなければならない

　　　　　　　　　　　　　　　　の　　の

だろうし，又，ある表現方法において助動詞がどのように現れるかが観察されなければならない

だろう。それについて次に若干の指示を与えたい。それの前提はまずさしあたって，助動詞のよ

り低次の応用体系の展望が得られたということである。さらに進んだ特別の研究は，助動講の使
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燭が他の文章論的現象とどのように関連しているかを明らかにすることでなければならないだろ

う。鋤えば，いつどの程度まで1．S）XpSikat．ivaが蹄髭文に境れ得るか，いつどの程度までEXplik捧

tivaが動詞の不定形において現われるか等が研究されなければならないだろう。このような問題

にはここで余り入りこむことはできない。

　94．助動詞は動詞表現をある意味でより隈定的に，より拡大的に形成するものであるから，そ

れらは，動詞だけによる場合よりも，鰯々の現象の佃性に，より決定的に人々の注鼠を向けさせ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
の　　　　　の　　　　　ゆ

る。つまり，個々の出来事が語り手と聞き手にとって注園すべきなのである。それは当然，さま

ざまな様式に．おけるさまざまな表現様式において趨る。

　　　り　　の

　会話では，個々の行為又ぽ鰯々の出来事が欝語として表現されるときに，まさにこの現象が伝

達されるのであるから，注霞すべきものにみえると思われるだろう。そこでしばしば，特に動調

の意味が，個々の助動詞について上に説明したようなやり方でそれを招くというときに，渤動詞

表現が選ばれるのである（例えば，使役の場合の4伽∂，侮らかの点で主語が関っている場合の

lena，出来事を蓑わす動詞の場合と距離の他動詞の場合のj∂7ia，　f損失」を意味する動詞につく

baithnd等）。例えば，誰かが来たかどうかという問に対しては，つねに∂gのδという肯定の答

が発せられよう。だから，出来事を説明する助動詞と共に。又，私に誰かが粥かを与えたという

伝達はいつもde　4∫頭という形をとるだろう。従って他動詞性を明白化する助動詞と共に。

　　　の　　　

　否定は遇常，ある現象の展醐された，はっきりした観念を排除する。従って上にあげた悶に対

する否定の答はつねに，助動詞をとらずに210海tZ“・tZである。否定にExplikativaヵミ現れる場

合は，それらはある欝定の翻次的意味をもつ。たとえば断定の慧昧がそれである（PARWA．　Tlie

／）ucca　A41unshi　245二薦〔参貝蟹）o

　　　　　　　　　　ロ
　連続した物語では，個々の動詞はその出来事と関係をもつ一連のできごとのうちの一つの部分

のみを述べる。鰯々の行為はそれ勲体として眺められていない。それ故この場合はExplikativa

の助動詞を欠いている一もちろん，単一語といく分相違する意味を動詞に与える（1zoブ伽∂，　rah

jftiUt，　nlttt’4alnaの如き）ようなものを鯛外として。しかし，素材として与えられたあるパラグ

ラフの後，ある生起関係の終にあっては，物語の場合でも助動詞は頻繁に現れる。すなわち，最

後の行為又は最後の状況が，いわば個々の一連の出来事の結果として，よりきわ立って注鼠を向

けさせるのである。逆にいえることは，ある物語において助動詞とくに£xphka宅i膿が現れると

き，小さな休止があって，個々の翼象が一連の出来事から少し強講されるということである。

　95．例はPREMCANDの小説と短篇小説一一PR8MCANDの才能は虫に物語作家としてのそれ

であった一一から沢山見出される。小説＆η々5α4碗（Saras、zati　Press，　Banaras，発行年不関）か

ら一箇所を引き合いに出させて頂きたい，二十章（119頁以下）の始めにSubhadra，が自分の失

った腕輪をどのようにさがすかが語られる：
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　　　Sμbliadrft　ko　sandh），d　ke　samaLy　ltaiigan　i　k言ツ∂4ゑi．　tαpki　IUti　57Zあzg乃4！亀ηnβgai．　useタ1Z〃6

　　　）tdd〃漉　恵tts・ll（！5，a！il鷹たPctt’1’Ct／eh　di）id〃2惹，　leK　in　ltSた々ηα乃41）α罐tl（1・〃z拡is　Paノ’てノ‘th

　　　ghabr諏．　ai）71eたα〃η・C，々6メη・aり，ek　tafeαZ〃・∂lm∂ノ・iたO　dekha，ノ・asoiた8　kamreηZ¢戸たζ乙1・ごあ・ρ

　　　0ノ・（llhthyha．9・habi・δ乃‘4　al〃・bhi　b乏導hi．　phir　to　U5’ne　ele－ek∫α”4冴々，　ek・efe　kOn々C－hdinノπ∂ノ曾∂，

　　　771fi71eん〇三∫廊i　4hilrh　7・α1露hai，　tekin　kttch　Pat∂　na　calci　．　mahノ’i　se　PaCha　to　llS　71e∂48麓

　　　Cf　（tsam　khdkar　kah盈，　z71ごzJ　nahl　lan£i・Jlta？z　ko　bzeiakar　PUcha，　vah　bola，　M∂tki刀，　burhd／》e

　　　me＞・a！z　d∂9・mat　lagao．3δ1・Z　t〃7tir　bhCtie　bhaleδd■iyQ癖C∂kノ・i　hi　me　1〈ati　hal，　tekin　kabhi

　　　n’i“，αtηα葱bigag－i，　ab　kit？ze　dinゴ琶？濤　hai羅niンat　bad　kar墜9ゑ．　Subhαdr々ん砒々∫IZO　9α｛，α∂

　　　kis　Se　Pユche？ノi　lla　n、an護，　phiノ・∫α刀4πん，　kapζ’g　ki　gaghri），煙didi　khol－kholkat’dekhl．々ζ6

　　　ζ！副ki　h4ノ’どツξbhi　71a　ChO貢，ρあ彦歪たe　matkρノπβhftth　4δム4δ∠々αr㌻aζolゑ．αnt　mβnirdg’hokar

c＆r爾Paザ財9α・L

ここでは，二十以上のExpl｛kativaを欠いた一一・Mfの動詞表現が，ただ’・α勲4わπ訪∂，　chfinηε砂々，

そしてho　g譲に二よって休止させられており1，　それから奴gaiによって終比さ・ぜられている。

これらの助動詞結合の最初のものは価勲），adオ磁の榔層によって生じさせられており，ここで

使われた限定姓の副詞表現（夜1τ屍δ）がExplikativaの動詞の確言形rakh　dlya　thaを生ぜし

めている（§16．参照）。この形は岡時に，すぐ次々と重なっている出来事の長いつながりの中の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　コ　　の

…つの小休止である。行為者はここで一瞬，考えこむ。休止のところに現れる他の二つのExpli－

kativaはそれらの単一一語によって代溺できない　　侮故なら，　Explilくa貢vaは単一語と意味がち

がっているからである（chanノπ伽δにおける77認蹴∂は助動詞として使われている。それは本論

文でとり扱っていない。その意味はcゐ伽ψ！燃損司じである。§63の三つ圏の例文参照。ho

ブ々滋「なる」はZzo滋「である」といく分異なる）。これら二つの£xpllk歌tlvaは一連の出来事の

本納な休止醐らかにするものではないのに対し，傭餌は休止の紐あ出来事を述ぺる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
まわりに急いでやって来た後，行為者は絶望して下に横たわるのである。それは彼女の行為の結

●　　”一

末であって，当然Explikativaで述べられている。

　　　　　　　　　　　　　　　

　96，聞慣的に起る事が描写される場合にも又，助動詞の少ないいいまわしが普遇である。

7
Sevitsada？i．の五十一章（315頁）の始めのところで，　SumanとSanta姉妹の生活の仕方が述べ

られている：

　　7zit），aPratiρ7’∂’α々1セ認is　j’hoPt－e　se　do　t諺re　nll〈alte　haL　attrブ々々αノ・Gα1セ9∂m召（海b　jate　hai．

鴛π耀58ek　bαhut　div＞，a　aur　di・utgkml　h砿dt7・si・勧zα砺囎働・？nand．　ek　nad7．　me　thiraktA

　　ha圭・nacta　hai，　d廊sノ亀δaPne　z，ぞtt　se　bahaノ趨nahl　nikalta・Prαbhftt　ki　SUnahr’i　kirai？ρmψill

　　ttzノηfea♪1°α騰mand箆α廊hota，　Ve　aur　bhi　jagmaga　uth．te　hai．．

1・単に状態を述べる，不定の動騨杉式はここでは，以下澗様考慮しない。x，相を示す4乃融・・磁1・aiも

　　考憲しない。
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ここでは，…・つのExpllkativuinカミニ度現れている。つまり最初は4i7b勲6　halであり，次に

来る文章の状態描靖：によって，語ることが中断される。第二は頭g〃1αgδ曜んChalであ’り，これ

はすでに現象の考察である。余り助動詞使わないが，しかしある休止点でつねにEXp｝ikもiva合成

語によって中断されるところの，姉妹の生活習慣の描写をま，さらにずっと丸一頁続くのである。

　97．助動詞を用いない文体は，それ麟身，即物性客観性をもっている。語り手は彼がその出来

彼事についてどう考えるかを語るのでもなく，又彼の人となりをその上に反映させるのでもない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　は個々の行為や現象を単に物のようにすえるだけである。それ故学閥約又は実用的な論文とか叙
り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

述体の文体も又，助動詞の乏しいものである。侮故ならこの場合も，筆者又は語り手は主に客体

　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　
に注目するのであり，客観的であろうとするのだから。論文的そして叙述的文体と物語的文休と

の相違はここでは観察しない。というのはExplikad臓の助動詞の使矯にとって決定的なことは，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
これらすべての表現方法一物語，描写，論文，叙述が客観的であろうとしていることである。

後者の例については黍げなくてよかろう。何敷なら，学問的なヒンディー語のテクストのどの頁

にもそれらが豊富に載っているから。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　98．これまでに挙げた表現方法と反対に，助動詞が豊冨に翼れる文体は考察したことを表堀す

る文体である。この場合も又，行為，現象，状態が書葉に表わされるが，しかしそれらはそれら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　コ　　　　　む
の関係する推移の客観性又は，それらの具体的霧在の総体においてすえられるのみならず，それ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　のらがすえられると岡蒔に，時々個々に，ある意味を含むものとして綿密に直感され，観察される，

のである。それ故この場合，助動詞によって明らかにされることは，その行為は一つの行為であ

って，出来事は一つの出来塞であって，一つの動詞概念がどの状況においてももっている特殊性

が表現として拡大されるということである。

　ドイツ語では，完了形等は過去の個別の出来事を確定し，その輪郭を注視させながら，一連の

出来事から佃別の出来事を昌立たせる働きをする。それは，少なくとも過去時舗においては，

Explikativaの助動詞が果すところのものに類似したものである。それ故，しばしば，ある複合

動詞は，ドイツ語では完了形で訳さなくてはならない。例（Sevasadan　251頁）：

　　orah4　togQ　ko　aitgrexi　jaisi　samunna・t∂ゐ偽∂mil　gayi，　sab　USi　ke櫛漉ρbik　gaye「ここの

　　人々ぽ英語の如き洗錬された欝葉を得た（befeo・mrπen　haben）と！罵時に自分自身を（英議に）

　　売った（uerkecuSt　haben）」

ここでは語られているのではなく，二つの事実が熟慮の価値あるものとして注冒されている一一

もっともそれらは各々個々に偶然に同疇発生している。何故なら，一方は他方と同じように熟慮

に値するから。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　の
99．助動詞が全くないというパラグラフも，又すべての動詞がEXPlik譲ivaと組み合わされて
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いるというパラグラフも塊れないだろう。前者は不自然に抽象的であり，余りにも即物的にきこ

えるだろうし，後者は過度の正確さ故に街学約である。確かに，変化の原期から，客観的な文体

においてもExplikativaがなお一1藩湧いられよう。一連の磁来事において，ある終結点のところ

　　　　リ　　　ロ　　の　　り　　の　　　

で，最後の出来事が好んで助動詞によって示されることをみた。しかし，どの物語も，語り手又

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　ぽ彼によって述べられた人物が，個々の行為又は状態を孤立して眺め，又はそれについて熟慮す

るという簡所をも禽んでいる。　＆面∫α4απからの例：

　二十七章の終りのところで（170頁），K；＄Bacandraは彼の拘留に従うことを説明する。そこ

では各出来事は燗々のものとして眺められる。純粋に状態を述べる場合（単に「である」という

動詞）の外に，又否定の場合以外に，一連の文章において，すべての動詞が助動詞と組み合わさ

れている。ドイツ語ではどこでも，完了に相当する。ヒンディー語では加功ミニ度つけ加えられ

ているだけだ。

　　abhi　mai⑳8π曜nahi　hi7，　is々αμぬγα刀〃・α翅71e／7吻1z6　pagat　kar　cliy負hai．　usπ8　nzel”t

　　∂’ηz冴ko　pis蘭la　hai．　mαg　dtmdhi－n〃zαπμ5yα厩us　nar’ak〃雄ρ曜舷ノ噛yα認48微罐bゐiノ勲解5

ho　3aq　to　ftscaりTa”αhi・．加融me　itni∫d灘r晦融¢樋廊ki　mcei　itne　bha？噛Z　b・jh　fe・s盆m一

　　1ialta．　tum　71e朋励8　ub設r　diy護，　meriπ伽par　laga　d王，ッαん§o∂ゐ々nahl　deta　ki　tumh惹re

　　tZpar　itne　bare々∂ズ），α々δbhftr　rakhkαr　ma多∂∠as’i　banaδ妨頽rahi7・

　岡小説の四十章（246頁）で，ある謡し手が神智協会の活動の成功ぶりを注目させる。　それら

は，各々臼己目的的に考えられる一一達の葱昧のある事実である。それ故，租次いで現れる五つの

動詞表現がすべて，助動詞によって（そのうち四つはEXPIikatlvaである）組み立てられている。

　　hamare　hi　saM擁i　ke　udツog鰭♪hal　hai　ki々ブ〆1η38痒娠，　jarmaπi，　R廊5　ityitd’i　de9’ρM“7　A♪

　　ko　R∂7n　aur　KrSl？a　ke　bhakt　aur　Gita，　UpaniEad　adi　sadgranthρke　Prem乏dikh護i　dene　Iage

　　ha亀。　hanzdre　saMfiブne躍7三ご∫πノ々海緬gau1’a．v　b得ha　diy養hai，　us々6　mahattva　ko　Pl°as々rit

　　kar　diya　hai　a．ltr－use　usπ66∂∫砺Pa1・b繭a　diya　hai　jiSe　Vah妙πZ　akarmalt．vatd　ke　k々raξi

　　kai言atdbdiPtρ∫εchor　bai㌻hi£hl．

　100．　常に燗々の現象が孤立的に眺められ，特別の方法で意味があるとみられる，あることば

　　　　　　　　　　ロ
のあやは，比較である。従って姥較においては，Explikativaの使用一一相を示す助動詞と語法

の助動調の場合と岡様一がとくに適切である。＆面∫α4απからの例（五十一章，315頁，§96

であげた箇所のすぐ前のところ）：

　　jaise　sundar∂ゐ伽たe∫αη2々脚忌Se々α露2　m¢ノ伽王〕ay　jゑti　ha玉aur　SZt？｝dar　r・ai：tgQ　Se　citrc）me，

　　llsi　PrakUr　donρbahng　ke　it72e　se／hopぞe　meブ伽aga玉hai．　andhi融乃ρノn6　Putti＞，ξ1）al’gal

　　ha毛3π2の頽ッ2　hui　kali　5伽’δαb　khitkar　amtpam励樋dlkha　rahi　haしSlthhrt　hui　nadi

　　umay　Paτi　hai．　jaiseノε抜bαisRkh　fei　taPan　ki／n々riん漉9吻3々η伽・nle　Rikhar　jatl　hai　aur

　　khete　me　kil・le’karne　lagti　hai，　usi　Pra々itr’virαゐki　satke’t　iutl　ra・mal・ii　ab　nikhar　gal　hai，
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ρ卿1．11te　ntα9？・　iiai．

　101．　これまで我々は，主に物語嵐のある文休の中での，助動詞の多い語法と少ない語法との

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

変移を眺めてきた。しかし又，その文体が物語風でもなく論文風でもなく描写風でもなく，観察
　

的であることのために助動詞がつねに頻繁に現れるテクストもある。これには，たとえば，いくら

かの宗教上の論文と，一一つの癒学的小説といってよいB｝玉AGAVAT了CARA球、τARM双のCit1’alekhtz

が薦する。例としてGi懐Press発行の5α’5砺9一鍬4麓（Gorakhpur，　s・Xvat　2GO9）集の5頁以

下の祈り（Pノ噛御〃Z伽のに関するある観察のはじめをとり上げよう。

ノお　Stuna．ン　ゐ召η2々ノ・（？ cdt・〈）　or　vi　f）atti　fee　bitdat　m灸｛｝rane　｝ag宅e　ha乳，　a7zdゐαた灘r　chA　jat註　ha｝，

　　　koi　stithi　nahlノ馬α1Z薦，　Pαth　dihhtinevdltz　bhi　koi　nahl　hotd，　us　sama），一），adi　ham々i’e　a7zda1’

　　読oぞ’Z∂痂∂stiた硯々ノ亀ζτ玩歪hai　toゐα7πbαrbas　Bhagava？z癖　oノ’mul”fear　puk譲r　u㌻hte　hal

　　，，Ndth！ノ・ζτた頭karo，　Path　dikhao．‘‘tαthft　haMη雄se　bahutQ頽），ah　anecbhaηhai　ki　puk∂r

　　lagtZte　hi・aise　vic・itra　4hah．9　seゐaindt－rx／uk．？a　ho　j老1ti　hai　kiメ∫々彦走a1Pa？tR　tale　7Zα侮　hO

sakti・aisa　kyo　h・罐たαi　P　l戴y画81・α9姻・・αか・e　s⑳・瞬rlz櫛？・，α繊磁・・zαr吻α，¢？・磁

聖　　 巳艦　　　艦　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　．　　　　　 ¶　　 幽　　　嘱　　　　 ＿　　’　竃　邑　　　sauh∂rd　leoμy8　nit），a　ham惹ノ’e　S々th　hai，　U71　se　hノ’daツkd　54），091zote　IZ抑切々葺samゆ’ftr　tf∫akti

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　レ　　hamdriδ微ξy磁α’潔PtZi－iZ　karne　ke　liye　prakaζho　jati　hai．ブα1癖　u71葱　apramのla　Sahti，

妙ari伽sauhitrd為・v）嘘ゐの乙e　fea　a・vasar　i：fiila　fei　kaどe　bddat　blkhar　gaye，癬臓ゆ’α燃

　　ch翫gaya，6褥ノ・har　lenevale　s々thi護pahLlce，　SU℃iSt乏rダniEka　：y（a．k　Path　dikh　sraya薦訪々

た惚」％αゆ画・帥吻き・・ePrab｝tce々e　cα’遡9’1・・e　sir綱徽r　1・a・・　gant鰐面・r　ca1騨e・

た融↓Prα伽se　ha・！aノ・e　ht’day罐勲sq），・g　sthit）・i・？乞爾ho　pata，　fs鳥sα蝉e襯7L伽ara

XVαn　8ゐα9（LUか♪r諏r孟11α？2ξ諺ノπαy　？iah’i　ban　き慕t熱．　anu鳥gtl　♪a．risthiti　tZte　h7．　ham　　P”abhu　ko

　　bh〔ilne　lagte　hat；，，Prαbゐu　kiρ擁1・訪αη∂aisiα4δ1Z躍camatkdr々彦W・ast2t　hai‘‘yα11　SMrti

　　　bhi　haηZ　dlzii・e－dhire　khO　baithte　hai．

これは物語風又は描写風文体と極端な反対をなすものである。ほとんどすべての動調が助動詞と

組み合わされている。これらがもともとEXpllkativaに属さない場合でも，それらは動調表現に

その都度，特別の重みを加える，そして全くの事実関係の文体では大てい，不用であるだろう。

この場合，出来事が言葉として用いられれば，掴々についてどの場合も自己霞的的に観察するた

めだけである。動詞「である」（IZOnti，　rαhnのの形式を見渡すと，ただ三つの動詞だけが助動詞

と継み合わさっていない。つまりka．ro，　diki2a，〃Z海である。最初の二つについては，無気力な

人々の祈りがはっきりした形を使うことができずに，助動詞のない表現のそっけない形式だけを

使うことができるということが容易に説明できる。　ノ1認δは，いくつかの結果へ導き，それから

それ自身璽要なものとして位麗をしめさせるところの単なる推燈と考えられている。

102，蔚節で引用したSatsaj’ig－sttdhaの箇所の文体のように終始一・貫して観察的な，そしてそ
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れ’故，助動詞の豊窟な文体は，しかし比較的稀れである。BI－1　・C．　VARMAのC伽α敏樋では，

概して作家PRBMCANDの作品よりも，相当助動詞がよく使われている。しかし，ここでつねに

重要なのは，語られた諸現象である。さらに，小説の人物の話の中において，論文又は叙述文，

又教訓の性格をもつ箇所が現れるときには，助動詞がとくに支配的に現れるのではない。しかし，

自分が観察するための小休止　　そこで，ある行為又は現象の輪郭が助動詞によってえがかれる

　　はひじように頻繁である。一一方ではしばしば一連の出来事において，夫々の出来事の後毎に，

このような休止がおかれることがあり，他方では又助動詞によって個性化され，そして考察又は

注目の対照として需明される…一連の行為又は経過の前提又は対照として，唯一つの行為だけが，

客観的な，助動詞なしの表現で表現されることがある。又ときどき，ある現象が助動詞なくして，

結果が述べられることもある。人は個々の所与を押しつけられることができないけれども　　一一・m・

般に助動詞は反照的意図なく用いられる　　，…・般にいえることは，EXpllkat｝vaで表わされて

いるということ，又二つ以土の出来事においては，より意味のある部分がExplil〈tivaで示され

るということ，又，Expiikativaが相対的に1頑繁に現れることで，著者は瀧に語ったり，描写す

るだけでなく，又観察もしていることが示唆されるということである。十六章（BH．　C．　VARMA・

C’it「atekhtt，10版、　Prayag，鰍Vat　2009，136頁以下）の最初から無作為に一つの例を抽出すると：

　　feuch　aise“V’　yaktitva　h・te勧ブ・4露∫’・ρ々・aPni・r　akαrsit　kar　lete　hat，　i・4露∫ノ畢6ηy礁加α

　　k・akarEit　karke　us々・dab含dete　hai　aur　US　k・apnd　das　bana　lete　llaしα’プα♂8臓緬

v）1α為臨αδ醗α乏sa絃tlzi．．｝・ゆ曜Citrαte顯α卿fs観αr∫購§α飯se　bhal2晦混卸繍

　　　na　thi，　Parαπブあ16ηn6　hiηah　us　1を∂Pra），og　l〈art亙thi，　aUl・κ2‘ηz爵・α9かガaPne々o　rol〈lla　saka，

Ku7nkerα9’ii・｛　ie「t　たu（i　π巴¢　Ku？nft．ザα9乞’・i　aτ↓1・Citrateた為ttた∂　s認〃｝h2‘δ．　Ku．maragiri　C｛trate泥1ia・

s8　6ぽ廊ノ・　hatria　cah£2，　1）ar　℃α1z　sadd　aPne　たo　Citratehゐd　ん8　7zihαξ　P鼓ta　tha，　，：s　1）ar　use

召玉carき｝α　hota．　t　hit．　Cit．rα1，e酵hξt・K雑肌蕊rα9｛rε　鳶e　s三瀦泡 　篇s邑　た至．た．Ztt，rt　η碍　￥犠hギ絶 　曳ag”i．　メs　sα避αぎ

　　κz〃π御α9屠dh｝，an　lagjkar　balthtA　tha，α撤罐版々ttgi　Me　a　l韻甑αz〃増融凶副噂勧π

　　　葱　bhatl　feu4i　kdカrabandh　karti　thi．カar　Kum∂ノ・αgiri　dh＞“itnitvasthit　7ZCI　rah　sakt2　th溢，　US

　　fee　7励・αkhul　jate　the，　au〃・vah　ek　ksa　」z　ke　lie　Citノ・α候械々o　dekhα編，，αleta　tha．　d　fTt　sre

　　hi　ksatz　uah吻乏4khe　phir　band　1〈ar　leta　tha，　uah　praNat・la　karta　th2　ki　z，ah　phi？’se

　　rllz．x，tznti’vasthit　ho　jae，　Par）lah　us々e！ieα∫α加∂乃α妙痂．

　　　aμr　Citratehh∂！ηαんノ（πノπ認ノ・α9乏ズf麓feut’i　77r49頴thl　KzeMitノ’agiri　se♪re／n　たarne－　Par　feufi

　　　71t¢Paliit．ckar　us　ki　6ゐδηαπ認badal　gai，　vah　sitdhαn∂　tαthft　taPaSJ，∂　ko　sikhn2　caht玉t｝li－

　　　Vah　κ2〃z々1ゆα9〃ゴ々8ηz認rg　m¢　δ々4ゐ∂　na　P農h見cana　cahti　thi．

　　　u．S　din漉ρα々jal　cuk農　tha，　at〃・r∂tri　do　pra涜aノ・bit　cuki　thi．κπ〃z47・α9カぜ融dlt“・’dn．－z／za．971

　　h・71e　ha∫αηZの順gaya　thゑ，　Ve　aPne　ft・Sa？1．　pαノ・　baigh　gaye．κ・‘1π諺ノ・α9ガ7わ・8紹ノ’a　ba・d　kiye，

　　Parひ6　dhy々・nmag／z　Iza　ho　＄ake．　Citral．ekゐ1乏71e／ab（lel〈hfi　ki　KzeMit7’agiri　dh＞lit・ndreαsthit　ho

　　　理εとye，℃va．h　k，1（i　1ノ躍a　9－ai　auノ噛Cl・Pne々躍πPal’baiζh　gai・

ヱ1e



　103．介あげたテクストの部分では，欝いまわしは概して助動詞が豊當であるがExplikativa

を使う動詞表現が，RXplikativaのない動詞表現と交互にあらわれる。ここでさらに同じ小説の

ある頁をとって眺めてみたい一一そこにはさまざまな休止のところで，さまざまにEXplikativa

が頻繁に現れており，しかも内容の種類に依存している。その際，Explil〈atlvaとExplikatlva

でない動詞の言いまわし間の区別をさらに明らかにする観察が生れよう。C痂α嫌擁の27頁の最

初の休止は，Explikativaでない。何故なら休止はもっぱら，その後つx“き，作者にとって重要

で考慮しそして考慮されるに億すると思われるものに対して仮定を記述するだけであるから。付

加されるものは次の遍り：

　　isi　sama）・B歪ブα9’4仰ne　P’iche　se　hq．ste　htge　kaha　：　，，Brahmactiri！tz　」　tumhe　nai－taki　7ze　dik，sa

　　d1　hal，　isたeτψα如偽yα11zC’mal　Citralekha々o　badhd　i・（leta　ha・‘‘

それから，八つのExplikativaの連続がつづき，たx“三つの単一語にLよって中断される：

　　　
ノ

　　3曜∂踊m．oh－nic／rft　se　6頽6んc罎k　t芝㌻ha．　Bi　jα9UPtαki　liqs乏71e　lts　ki　bhat騙勧擁∫kar　diya・

　　tts・1eα伽罐磁々i・ノ’dekha　att・r　phir　Bi　iαgaPtαld　or．　is　lee　bad　US　ne　masta々　ni・cd　kar

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ノ

　　韮ya。　Bi／Ctgze蜘ゐq．sta　hutz　vastra　badal？ie　cal盈9紋y農．　Bi　」α9itPtaた6勲θた6δδ45η6伽ん

　　7ze　CltraLefeha　Se　1（a嫌：，，Devi！δノtunz　71e　7π8r乏s∂dhantz　ci｛r－ci7fr　kar　di，　tSCrlz　ne＞・ah々），ρ

　　klya？tunl　ne　mere　｝vrday・…eekノ厩鷹Pl’α」℃atit　kar　dl　hai．　kisli」，e　．P　De”ui，・71el’e加伽

　　・・卿〃π伽αオ1ψrδα漁r廊8層ンρapaxi　？‘‘itnit　kahte－kahte　Svetitノセん…α伽♂θ々1z勲々

　　lzdth　XOI－Se　paka；　liyゑ．

ここのすべて一彼が伝達と質開としてCitralekhaについて述べる彼の反応の欄々の内容と岡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　の　　　
じく，Sve伽ikについて起っていること，又彼のすることも作者にとっては意味があり，熟慮に

億するのである。何故なら，Sve｛：触kについて起ったのは，…りの璽要な変化であり，ここで話

されていることの内容はすべてその変化のしるしなのだから。三つの単一語によって明らかにさ

れ得ることは，48妨∂が単に，先行の文における説明のつづきを示峻しているだけであり，重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要度は先行文より少ない。加勲はSvetaiitkが話すということよりも彼が君う内容の方が重要

であるから，巣一語である。ki），々はそれ自体，限定されないようなものをもつところの…つの

閣題に最終約に葎在している。

　次につづく休止は，先行の文との強い対比として，助動詞の使用に関して存在する。　（単に状

態を示す動詞を考慮外におくと）七つのEx．　piikativaのない定動詞，ただこっのExpllk譲ivaと

並んで，他のある鋤動詞（saknのとの二つの結合が現れた：

　　Citratckh：7　ne　hqste　lZZte　uttal“diya：，，SVetdiik，　tZt171　blzrkt　karte　ho．　jise　tUtn　524加η4　kahte

　　ho，　vah　4か7z葦砿hanan加ガ．1ノ惚71e　tz〃ih召feevαt　itn〈I　dikhlaya　hai　ki　Mad（tkata／iv（τ711e諺

prαf乏磁㌶ai；g’hai．　rαhi　tttmhare　ht璽da），　rn¢」滋湿㍑ゆ⑳1？・a　ka？璽neた冒）ifet，　mai質e　to　t2‘η議¢

　　lee’v‘t！ノ1ηα〃層㍗恋！々窃た〃’αゐα〃搬（likl漁ya　hai．‘‘Ci　tt’a　geたゐ　ftごた々‘漉ga．nibhii・ho　gayi．　ZtS〃‘・

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　3灘罐チ漉磁1漉読bha1］ak　dlya：，，5’切罐勲，），ah），爵！rα々1魏4　ki　tll〃ih：ii’eノ加‘切tlt〈！　17zeノーδ〃雇
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　　αsαrn．bha“o　hai．　sab　feuch　hote　hue　bhiηz忽aPni・manovnytti　j蔑nt亙h有．ノ71al　sqsar．　tlz¢kevat（漁

　　〃露伽鰹ツαse　Pノ’em　l《aギt亙h亘aUl－vah　Bi　jagguPta　hai．　kabhi　is　6御lii　ha．tPana　tak　na　kaノ帰擁

　　んiηzαμ2卿ゐ伽8ブ享7α7z　me　a　sakti睡．αδtu7n　ja　sakte　ho．“

前に述べた「嵐」や「炎」との鋭い対照において，彼女がSvetAAkの本質を発全に変えてしま

　　　　　　　　　　　の　　　
ったことは，冷静な事実である。だから，£xplik舗vaを欠いているのだが，又その理由は，こ
　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　

こでは命令の文体が支配的であるからでもある。II）Xplil〈atlvaはここでは，命令が話し｝Zl　lkって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　の　　サ　　の　　　　　　の　　リ　　ロ
中断される場合のみ～単に，話ではなく岡時に，語られることを意味ある，重要なこととして

注譲させるXつの文章において一ことばとして示されて現れている。それから，二つの短い文

章が追加され（27／28頁）一ただ最初と最後の現象だけが，Exp｝il〈ativa〈で示され，その両者聞

に，助動詞を欠いた七つの定動詞の速続が現れる。

　　SVetdiik娠ηnukh餌藷par　gaya．　uah　eh？iartαki．　se　hara～ゴ煎7171z¢，　ftartare）laηz¢α躍囎

　　Zb，aktittva　me．　us　lle　kaha：，，ブo認ノ滋D8窃！‘‘αZtlny　it71ti　kahkαr　aPamtinit’α孟頽vijit　braゐma－

　　cδrl　4罐r　lci　or　barha　αオ1辱αごε航々？te　kuch　socaαlt？’舷cんsainSha．ぬδr　ke　bdhαr　ga．ve

ρ

　　5b8罐灌如us　ne　Pu1（ara：，，370’あz々！ζhahro，　tUM　se　kuch　allr　kahnd　hai，）・ah41a砥ao！‘‘

最初にここで報告されている現象はまだおだやかにかつ，著しく重要なこととしてρ海ρ曜

ga），aがExplikat／ivでおかれる。次に来るのは一論理的でも銀果的でもなく文体的に一そ

れのいわば連続である。しかしここに助動詞のない七つの定鋤詞が現れているということには，

ある特別の理由がある。Svet知kは酔いから，運命的な酔いざめへと落ちたのだ。彼はぼんや

りしていると同時に当惑している。彼臼身は出来事を，璽要なものとして，はっきりした輪郭に

おいて体得しないので，ただ起ったことを放任するのみである。それはある意味で，抽象的な感

情である。その感情は著者にとってふさわしいし，著者はいくつかの文章を相前後して抽象的な，

鋤動詞を欠いた文体でかくことによって，まさしくより印象約にその感椿を作るのである。ただ，

最後のCitralekhaの叫びにおける命令だけは，再びEXI）｝ikatlvaで与えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　の　　　　　　　　サ　　リ
　104．Explil〈ativaのない語法は従って，主語の比較的不注意によってなされた，又はこうむ

った行為又は状態を説明するのに用いることができる。それは，ろうばい，放心，あわての気持

に一致する。

　この認識は，§95に引用したSewasada．nの箇所の文体を理解するのに，一つの手助けをもた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　の
らす。そこにおいて，EXPIikat三vaのない動詞表現が異常なまでに長いということは，行為煮

Subhadraも又，一種当惑の状態にいるということと，疑いもなく関わりがある。さて腕輪がど

こにあるかという考えが彼女の思念を満たす。彼女がそれを見出すためにすることは全部，それ

甦身どちらでも構わないことであり，偲々の行為としてはっきりとは体験されない。そこで諜常

に抽象的な文休となるのだ。　C々1’αん舶δからさらに二簡所を引いて介ま闇ご述ぺたことの確証が

できる。16頁から，Sveta貢kがいかにして，認めうる感蜷の動きがなくして，　Bijaguptaの命
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禽を実行し，Citrale1（haに一つのリキ＝、・一ルを届けるかが述べられる。最初Bijaguptaは彼に

リキュールを与え，それから彼がそれをCltralekhaに属ける。　これら二つの行為は，　BH．　C．

VARMXには普適のように，助動詞denaによって，はっきりと輪郭がとられ，そして考えて併

鷹されているのである。

Bηα9鐸メ）ta　71．e　sugandhit　ntadirξ乏　∫〔ヨ　δたαザ認　hua．　sηarフf－♪々訂゜α　sηet惹宛fe　たε　為ξ諺11　η1¢　（｝e　d玉ya。

　　Sx，etaXk　ne　maclii’ttた々ptZtra　Citralekhti々歪or　ba；h霞diy護．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノさらに九頁に，國じ行為がもう一一度現れる。しかしここではSve緬ぬkは動揺しているのであり，

強い感情の動きにとらわれているのである。　Citralekhaのある書葉が彼を驚かしたcakit　ho

gαyδのである。彼は，個々の現象を，彼擦身のために正確に体得することができないのである。

だからここでは，助動詞をとらないのだ：

震れ々　kahたαr　ttS　ne　Citrαtekh々　鳥¢　s々mne　madira，　鳥鴛　♪ジ混ε轟　ba￥h裂y琶、
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Pau玉Hackerについて

　】913年1月6臥ケルン近郊に生まれる。1949年以来，ボン大学並びにミュンスター大学講師。1954年から

55年まで，インド。ビハール州ダルバンガーにあるミティラ研究藤教授。1955年よりボン大学教授。1963年，

ミュンスター大学インド学の初代教授に就俵。インド哲学，とくにシャンカラ，プラーナ，マヌ法典．を増：閃

とするが，ヒンデ〆一語にも造詣が深いa数多い著書，論文のうち，本論文以外の代表的なものは次の通りで

ある。

　”Upadeshasahasr玉von　Meister　Shankara．“（シャンカラ作Upadeshasaharl，サンスクリット源典から

　　　の訳註）BOnn　1949

　，，Untersuchungen　til）ei’Texte　des　frtilien　Advaitavad隷，　L　Die　Schikier　Sankaras．“（初期一元論の

　　　文献研究，1．シャンカラの弟子達　Mainz，1950）

　，，Eigenttimlichkeiten　der　Lehre　und　Terminologie　Sa紘aras．“（シャンカラの教義と術語の特質）

　　　（Zeitschrlft　der　Deutschen　MorgeRlandlschen　Gesellschaft　leO〆195G）

　．，Vivarta．　Studien　zur　Geschichte　der　illusionistischen　Kosmologie　uncl　E．rkenntnisth．eoi’ie　der

　　　王nder．“（仮現：インド人の幻影主義的宇宙論史と認識論史の研究）（Akademie　MeiBz，　Abhandlun蓼en

　　　geistes　und　s◎zialwissenschaftliche　Klasse，1953年第5号）

　。Prahlada．　Werden　und　Wandlungen　einer　ldealgestalt．　Beitrage　zurGeschichte　des　Hiki（luislllus．‘‘

　　　（プラフラーダ：ある理想像の成立と変遷Akade！n｛e　Meinz，　Abhancllungen　geistes　und　seZia！wissen－

　　　schaftliche　Klasse，1959年第9号及び第13号）

　．Die　Seinsbegriffe　des　Hindi：ho綴hai　und　hai．‘‘（ヒンディー語の存在概念hota　haiとhai，　Zeits－

　　　chrift　f菰r　verg｝eichende　Sprachforschung　auf　dem　Gebiete　dey　Indogermanischen　Sprache；ユ

　　　78／1963）

　。On　the　Problems　of　a　method　for　treating　the　comPound　ancl　conjunct　Vei’bs　in　1’lindi“（Bu｝le翻

　　　of　the　School　of　Orlental　and　Afrlcan　Studles，　London三961年24巻）

　”Einiges　Zttr　Hin（li－Grammatik．“（ヒンディー語文法に関する聴干の考察）（lndo－lranian　JOurnal　1963

　　　年6巻）
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